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「業務プロセス予算」について

人 事 室
財 政 課

■ 趣 旨

厳しい財政状況の下で府民本位の京都府づくりを進めていくためには、行政経営の改
革に取り組み、限られた経営資源(人的・財的)の有効活用を図ることが不可欠である。
このため、人件費を含めたトータルの財源の配分状況が、事業効果に見合ったもので

あるかどうかの検証・見直しを行い、より効率的な予算編成と人員配置を進めるととも
に、個々の事務事業に係る業務プロセスの点検を行い、外部委託化やＩＴの活用による
効率化を図るなど、業務の執行体制や実施方法の改革を進める取組みとなる「業務プロ
セス予算」を進めていくこととする。

■ 取組内容

□ 取組方法

各部局において作成する検討調書を基に、知事直轄組織・総務部が連携して見直し
を行い、その結果を平成18年度の組織・定数及び当初予算に反映させる。

※ 予算編成作業と組織・定数作業の関係

各 部 局 予 算 編 成 作 業
(総 務 部) 平成18年度

検 討 ・①(注)の人員配置のあ 当 初 予 算
り方を含めた事業費

調 書 提 出 の査定を行う
協議 ・調整

作 成 調書回付 連携) 連 携(

組 織 定 数 作 業
(知事直轄)

平成18年度
・②(注)の人員配置を決 ・事業費の査定結果
定 に即し、①の人員 組織･定数

配置を決定

注） ①：事業費の査定に伴い、人員配置が変動するもの

②：上記以外（人員配置が、直接事業費査定と連動しないもの）

□ 検討調書の作成

各部局において、検討調書を作成し、別途指定する期日までに、総務部に提出。
（総務部から知事直轄組織へ検討調書を回付）


